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第1章 遺跡の位置と歴史的環境

第1節 遺跡の位置

遺跡 は、飯 山市大字飯山字北 町2610番 地に所在 し、長野県立飯山北高等学稼 々地内にある・

千曲川が信濃の最後に残す平が飯山盆地であるが、千曲川によって盆地は大 きく二分 されてお

り、東側は木島平 と呼称 されている。飯山市街地は、飯山盆地の西側 に発達 した町である・市街地

西側 は斑尾山麓 となってお り、上境一鬼坂 断層線 によって急峻な地形 を呈 している・断層線 と千曲

川 とい う地理的制約を受けて飯山市街地は、一J筋の町並 となっている・

遺跡の所在す る飯山北高等学校は、飯山市街地の北端 に位置す る。北方を斑尾 山中の沼の池・湯

の入沢 に源 を発する皿川が西か ら東へ と流れ千曲川に注いでいる・飯山北高等学校 は・この皿川 に

よって形成 された 自然堤防状上の微高地に建 っている。標高は315.31mで ある・

飯山北高等学校の北側約200mほ どの所 に有尾集落があり、有尾集落の南端 を起点 として長峰丘

陵が北方へ と走 り、飯山盆地西側の平をさらに二分 している。 この丘陵に二分 された西側 を外様

平、東側 を常盤平 と称 し、弥生時代遺跡 を中心 として各時代 にまたがる遺跡が濃密 に分布 してい

る。

「広義の飯 山盆地は、洪積台地の西側 に凹地が存在するのが特色である」と弓削春穏氏 は指摘 し・

更 に 「長峰の西側の外様平、片 山、愛宕 山西側の上倉、奈良沢の凹地・城 山の西側の田町・北町の

凹地がそれである」と説いている。飯山北高等学校 は、この田町、北町の凹地(低 湿地帯)に 臨む

微高地上にあ り、低湿地帯 とは2～3mの 比高差 を有 している・従って地下水面 は高 く約1mほ ど

で湧水 をみる。ただ水質はよくない。

飯 山北高等学校 々地内に遺跡の存在が、確認 されたのは昭和37年 の校舎改築・同42年 のプ ール

建設の際に地下1mほ どの所で弥生式中期土器破片が出土 したことによってであった・その後・昭

和58年 には格技室建設 に伴い発掘調査がなされた。結果、遺構 は確認できなかったが・弥生時代

中期の土器集中地点が検出され、付近に集落の存在 を予測させた・しかし・一北高校付近は地下水位

が高 く、低湿地に臨む端部で もあ り、集落はもう少 し市ノロや神明町などに寄った高台 に中心地 を

もつだろうと考 えていた。

第2節 周辺遺跡

飯 山地区を中心 として北町遺跡の周辺 に存在する遺跡について触れてみよう・信濃史料考古編の

地名表 によれば、飯山地区の遺跡 として①有尾、②雨池、③奈良沢・④上倉・⑤市ノロガニ沢上・

⑥大聖寺池、⑦城 山、⑧十三 ヶ丘、⑨楯池、⑩大窪、⑪牛首・⑫有尾古墳・⑬小丸古墳等が記載 さ

れている。その後の調査 によって若干の遺跡 を私達は追加 し得た。以下に北町遺跡をとりま く飯山

地区に存在する遺跡 についても概観 してみ よう。ただ、飯 山地区に接近する秋津地区・柳原地区・

木島地 区について も若干触れることを予めお断 りしておきたい・

千曲川の氾濫原である飯山地区に人類の活動の痕跡が初めて刻 されたのは旧石器時代であった・

北町遺跡 と指呼の問にある城 山遺跡(飯 山城跡)(39)が それである・城山は戦国時代上杉謙信が・

信濃の最後の拠点 として飯山城 を構築 した所である。この城跡の三の丸北側を掘削 した折 に1点 の

頁岩製の縦長ブレイクが出土した。当時工事に従事 した人め話 によると同様なものが数点出土 した

らしいが、現存 しているのは1点 のみである。

学史的にみると対岸の木島地区安田神社境内(37)か ら発見されたとい う黒曜石製のマイクロコ

アが著名である。さ らに隣接する柳原地区では針湖池周辺か ら彫器や石刃が出土 している・北町遺

跡の北方1.5kmほ ど距てた長者窪(12)で も黒曜石製のブレイクが採集 されている・また・有尾

一1一



図1北 町遺跡 の位 置(1:50,000)
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図2周 辺遺跡分布図
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遺跡(5)は 縄文前期の標式遺跡 として著名であるが、昭和62年 の発掘調査では、掻器や刃器が発

見 されている。このように飯 山地区を中心 とした所 にも旧石器文化の存在が次第に確認 されつつあ

り、今後 の調査次第 によっては良好な遺跡が私達の眼前 に出現す る可能性が強い。

縄文時代 についてみれば、隣接 の柳原地区小佐原(7)、 針湖池(16)周 辺等で草創期の表裏縄文

土器 の良好 な資料が得 られている。また、神明丘のジャンプ台付近(27)や 十三 ヶ丘遺跡(29)で

押型文土器が、長者窪遺跡では条痕文系の土器が採集されている。縄文前期に入 ると何 といって も

有尾遺跡があげ られる。飯 山線敷設の折 に多量の土器が出土 したため注 目されたようであるが縄文

前期9)遺 跡 として注 目を浴びるにいたったのは、飯 山北高等学校郷土研究会がこの遺跡 に注 目して

か らである。有尾遺跡の最初の報告者は当時飯 山北高等学校郷土研究会の有力 メンバ ーだった田中

清見氏である。それは昭和24年 のことであった。昭和27年11月 飯山町誌編纂事業の一環 として故

神田五六氏が飯笠山神社境 内東側の一隅を調査 され、円形 プランの住居趾一軒、有尾式土・器及び同

時期 の良好 な資料 を得 られたのである。縄文前期の遺跡 としてはこの他 に須多 ヶ峯(6)、 十三 ヶ

丘、長者窪があげ られる。

縄文中期初頭の遺跡 として須多 ヶ峰 をあげることがで きる。昭和40年 須多峯台地に県営住宅団

地が造成 されることとな り、昭和40・41年 に地均 し工事が行われた。その折に縄文中期初頭土器

が多量 に出土 した。出土 した土器は北陸地方 に親縁性 をもつ ものが多 く、同時に関東地方 の影響 を

受けた土器 もあ り、飯 山地方の縄文中期文化成立を考える上で重要な資料 を私達にあたえて くれて

いる。平成6年 の発掘調査では、中期前葉の土器 と住居趾が検出されている。縄文中期、後期の遺

跡 として須多ヶ峯(初 頭土器出土地点 とは若干離れている)、有尾、十三 ヶ丘等がある。縄文後期

の遺跡は現在のところ飯山地区では発見 されていない。

飯 山地区の弥生時代遺跡は、凹地を望む微高地あるいは高台に集中す る。た とえば城山西側台地、

雨池北(2)、 有尾、今回調査 した北町がその代表である。これに対 して十三 ヶ丘のように低湿地帯

を全 く離れて高原状 を呈す る地点に位置す るもの もある。この両者のあ り方は弥生式文化の性格 を

考える上に興味あるところである。

次 に古;墳時代 について触れ よう。古墳ではまず有尾古墳があげられる。長峰丘陵南端の丘頂上 に

存在す る。現在3基 が確認 されている。その中で1号 墳は、長野県最北端の帆立貝式の前方後円:墳

として知 られていた。しか し該古墳 は測量調査の結果、前方後方墳であることが明らか となった。

飯山市の指定史跡 となっている。2,3号 墳 は明 らかに円墳であ り、特に2号 墳は明確 に円墳 として

の形状 をとどめ小丸古墳 と称 されている。神明町裏山にも4基 の古墳がある。1・2号 墳 は円墳 とさ

れているが、前方後 円墳及び前方後方墳 の性格を有するとの説 もあ り今後の課題 といえよう。3号

墳:は方墳:、4号;墳は円;墳である。この中で4号 墳 は、昭和25年 飯山北高等学校郷土研究会 によって

調査 され、古墳 を再利用 した経塚であることが判明している。飯 山地区では以上7基 の古墳が確認

されている。

次 に古:墳時代の遺跡 についてみると、何 といって も須多 ヶ峯があげられる。弥生式後期 に所属す

る2基 の方形周溝墓 に接近 して、柳 町期の3軒 の住居趾及び土器、砥石等が検 出されている。また

須多 ヶ峯遺跡では平成6年 の発掘調査 により、古;墳時代前期住居趾4軒 、掘立柱建物趾2軒 が検出

されている。降って鬼高期 のものとしては桐原健氏が調査 した有尾遺跡がある。この有尾遺跡は縄

文前期の有尾遺跡 より東北方150mほ ど距 てた所に位置 している。

歴 史時代 に入 る黄金石上(10)、 長者窪、林子畑(11)、 有尾等が知 られている。いずれ も平安時

代 に属する ものである。これ等の遺跡 はいずれも保存状態が良好であ り今後の調査が期待 される。

中世遺跡 としては、まず飯山城跡が挙げ られる。在地の豪族泉氏の居館であったが、戦国期 に上

杉氏 の前進基地 として整備 された。後 に飯 山城下 として周辺が整 備されてい くこととなる。 した

がって、飯 山市街地の多 くは中世末か ら近世 にかけての遺跡地 といえるが、住宅が密集 してお りこ

れ まで調査 されてはいない。

この時期の遺跡 としては、有尾遺跡がある。昭和62年 の発掘調査により中世 と推定 される大型

掘建柱建物群が検出 され、飯 山城 との関連 も指摘 される。今後、中世か ら近世 にかけての当該地区

の調査 ・研究が必要 となってこよう。
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5有 尾遺跡

6小 佐 原遺跡(広 瀬1981) 7須 多 ヶ峯遺跡

図3周 辺の旧石器 ・縄文時代遺跡

一5一



図4周 辺 の弥生 ・古墳 時代遺 跡
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図5周 辺 の平 安時代 遺跡
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図6周 辺の中 ・近世遺跡
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番

号

遺 跡 名

旧

石

器

縄 文 弥 生 古 墳 奈

皐
平
安

宇
近
世

備 考

(発掘調査 ・特記事項)

草
創
期

早

期

前

期

中

期

後

期

晩

期

中

期

後

期

前

期

中

期

後

期

1 北 町 ● ● ● ● S58調 査 ・本 報 告

2 雨 池 北 0 0

3 神 明 町 0 ● 古墳4基 ・経塚

4 ガ ニ 沢 上 0 0

5 有 尾 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● S42.27.35.62調 査

6 須 多 ケ 峯 ● ● ● ● ●
S40.41.45.H6調 査

方 形 周 溝 墓

7 小 佐 原 0 ● ●
S44調 査 ・表畏縄文

平安木棺墓

8 鬼 ケ 峰 0

9 有尾古墳群 0 0 O

10 黄 金 石 上 ● S38調 査

11 林 子 畑 O 0

12 長 者 窪 O 0 O 0

13 (仮)長 峰 0

14 お 茶 屋 0

15 大 池古墳群 0

16 針 湖 池 0 0 0 0 ● 0 ● 0 H9.10調 査

17 西 長 峰 ● ● S25調 査

18 布 施 田 0

19 笹 川 0

20 別 府 原 ● ● ● S43調 査

21 正 行 寺 北 0 0

22 南 条 ● ● ● H11調 査

23 北 原 ● ● ● ●
S53.56.59調 査

平 安 期 鍛 冶炉

24 東 源 寺 0 0

25 鍛 冶 田 ● ● ● ● S54調 査

26 山 口 城 0

27 飯山シャンッェ下 0

28 直 坂 0 0

29 十 三 ヶ 丘 O 0 O 0 0 O

30 静 間 館 0 ●

31 北 畑 北 O ● 0

32 法伝寺古墳群 3基

33 法 伝 寺 0

34 北 畑 館 0 0

35 北 畑 O 0 O

36 中 町 郷 谷 0 O

37 安 田 神 社 0

38 飯綱山古墳群 O 円墳24'基

39 飯 山 城 跡 0 ● H4調 査 飯山藩主居城

40 北 飯 山 O

表1周 辺遺跡地名表
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引 用 ・参 考 文 献

田中 清見 「飯 山市有尾遺跡発掘概報」 下水 内郡遺跡発掘調査報告書1950

飯 山公民館 「飯 山町誌」1954

信濃史料刊行会 「信濃史料」 第1巻 上下1956
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飯山市教育委員会 「北原遺跡調査報告書」1980

飯山市教育委員会 「鍛冶田」1980℃
一広瀬 昭弘 「小佐原遺跡」 長野県史考古資料編全1巻(2)主 要遺跡

史刊行会1982

高橋 桂 「須多 ヶ峯遺跡」 長野県史考古資料編全1巻(2)主 要遺跡

史刊行会

1982飯 山市教育委員会 「北町遺跡」1984

飯 山市教育委員会 「北原遺跡IV」1985

飯 山市教育委員会 「飯山の遺跡」1986

飯 山市教育委員会 「有尾遺跡」1992

飯山市 ・飯山市教育委員会 「飯山城跡」1994

飯山市教育委員会 ・長野県北信地方事務所 「須多 ヶ峯遺跡」1995

飯山市教育委員会 「南條遺 跡」2000

北 ・東信 所有 長野県

北 ・東信 所有 長野県
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第II章 経 過

第1節 調査 にいたるまでの経過

県立飯 山北高等学校体育館の改築計画は以前か ら計画 されてお り、県教育委員会が次年度以 降の

公共事業の照会調査では、平成10年 度に12年 度実施 として提出されている・以下・経緯につ いて

触れる。

平成10年10月 の県教委 による現地協議では、事前に発掘調査 を実施 して記録保存 を図るという

ことで、市教委 ・県教委 ・県高校教育課 ・飯山北高等学校で合意された。

平成12年4月 、先に合意されてから時間的に経過 したこともあ り・改めて協議を行うこと となっ

た。

4月27日 県高校教育課吉沢氏、県教育委員会廣瀬指導主事、高橋桂飯山市文化財保護i審議会

長、飯 山北高等学校事務長補佐 中沢氏お よび市教委事務局員が飯山市役所 において協議を行 った結

果、下記の ような意見が出された。

県高校教育課 ・飯 山北高等学校 現在の体育館 は昭和35年 に建設され、耐用年数過 ぎたので新

たに建設す ることとなった。現在の規模 よりやや大 きくなる・計画では7・8月 に解体 し・9・10月

の二 ヶ月間を埋蔵文化財の調査期間に充てたい。降雪の関係 もあ り・11月か ら杭打ちの工事 に入 り

たい。なお、飯山北高等学校百周年にあわせて完成す るとい うことで・工期を延ばすことはで きな

いのでご協力いただ きたい。

文化財保護審議会長 昭和58年 に格技室建設で発掘調査 を行った結果・弥生中期の遺物が検出

されている。また、部室や合宿所建設 に際 しては、建物があ り破壊 されていたが遺物が出土 した。

したがって今 回も遺構や遺物が発見 される可能性は大 きい と思 う。

県教委指導主事 協議 は平成10年 にも行われている。そのときには・工事によって遺跡 が破壊

される前に調査 を行い、費用は県高校教育課が負担するとい うことが決め られていたが・いつ予算

付 けが行われるかはっきりしなかったので、今回まで経過 して きた。調査は二 ヶ月で終了す ること

ができるか。また、解体工事が予定通 り進まない と、調査期 間が狭め られて しまう。解体工事 は遅

れることな く、早 まる くらいで進めてほしい。 また、安全対策についても考慮願いたい・

結果、工事着手前 に記録保存のための発掘調査 を行 う。期間は・本年9・10月 の二ヶ月 とす る・

費用 は高校教育課 の負担 とする、等正式に決定 した。

5月16日 飯 山北高等学校 よ り法第57条 の通知書が提出 される。

5月29日 県教育 委員会教 育長 よ り飯 山市教育 委員会教育長 あて・「周知の埋蔵文化財包蔵

地 にお ける土 木工事 等 につ いて」(12教 文18-12号)の 通 知 があ る。

7月6日

結す る。

9月29日

飯山北高等学校長富井捷人 と飯 山市長小 山邦武 との問で、発掘調査の委託契約書 を締

住宅部施設課飯島専 門幹兼技術専門員、飯山北高等学校事務長 ・同中澤事務長補佐、

市教委望月が、解体工事状況及び発掘調査の細部について打ち合わせを行 う。

10月5日 発掘調査 に伴 う調査団長に高橋桂氏、調査員 に竹田保夫氏の委嘱を行 う・同時に発掘

作業員 を市内経験者 に依頼。

以降、発掘調査の準備 をすすめる。
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図7北 町 遺跡 周辺地 形図(1:2,500)
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第2節 調 査 経 過
2000(平 成12)年

10月

16日(月)

17日(火)

18日(水)

23日(月)

24日(火)

25日(水)

26日(木)

27日(金)

現地打合せ

器材搬入。テ ント設営。土俵除去開始。調査地区全体 で近世め層は撹乱 さ

れているため当初近世の住居跡がある と思われたが確認で きなかった。撹乱

層か ら近世か ら弥生時代 までの遺物が確認 された。表土除去状況を撮影。

表土除去。残土置場がないため調査地区の半分 を残土置場 とし・その地区

は調査終了後発掘することにした。表土は古墳時代上部の層 まで入 っている

と思われる層まで行った。円形の遺構 を6基 検出。調査地 区北側に土師器の

集 中した個所が検 出され、調査地区全体 に土師器片が散在 しているのが確認

で きた。

雨のため午前 中で作業 中止。開始式を9時 より行い終了後、調査の打合せ。

雨で現場が水没 したためポンプで水の汲み出しを行 う。グリッ トを5m間 隔

で設定す る。

前 日の雨のため引 き続 きポ ンプによる水の汲み出 しを行 う。現場の水没は

雨だけではな く南地区の撹乱部分か ら湧水があると思われ る。前 日に引 き続

きグリッ トの設定行 う。水 に浸 っていない個所の検 出を行 う。グリッ トC-

5に 方形、円形のピッ トを確認。

雨のため作業中止。

ポンプで水 を汲み出 しなが ら撹乱部を一部掘 り下げ、湧水の溜まる場所 を

設ける。検出面 は土壌が粘土質のため水溜 りになりやす く前 日の雨で所 々出

来た水溜 りをスポンジで水 を取 りなが ら検出を行 う。

ベンチマークを316.5mで 設定する。

前 日の雨の水溜 りをスポンジで取 り、グリッ トC-4・5の 検出を行 う。検

出されたピット、8基 の円形遺構 を実測す る。

ピット、円形の遺構の覆土色調は灰色 をA,明 褐色に榿色の粒が入る(黄

榿色)ピ ットをBと する。グリッ トC-5は 薄 く黄榿色土層が残っているが

他の地区はその下の黒褐色土層が出ている。C-5に ピッ ト状遺構が集中、

地域分けされているのが確認出来る。

円形遺構の検出を撮影。

31日(火)

円 形 遺 構

SK-1

SK-2

SK-3

4

「
0

ρ
0

7
」

8

一

一

一

一

一

K

K

K

K

K

(b

S

S

〔b

S

(B>

(A,B)覆 土 は壁 際 に灰 色土10cmで 中央部 が榿色 土

(B)径 が約2mで 円形 遺構 で は一番大 きい。中央 に ある数 点 の河

原石 は撹乱 か。 井戸 と思 われ る。

(A)

(A)土 俵 除去 の時、遺構 の上部 に木片 が 円形 状 に確 認 、桶 か 。

(A)地 形 の落 ち込み か も しれ ない。

(B>

(B)覆 土が灰 色 の ピ ッ ト状 遺構 が切 り合 ってい る。

SK-4.5.6を 半堀 す る。終了後 セク シ ョン実測 、写真 撮影 等記 録作 業

を実地 し後 、全掘 す る。SK-4,5は 深 さ10cm程,SK-6は1cmで 底
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11月

6日(月)

7日(火)

8日(水)

9日(木)

10日(金)

14日(火)

15日(水)

16日(木)

の部位 と思 わ れ る。

SK-5に は樽 状 の木 片が 覆土 に多 数含 まれ る。

SK-4.5.6、SK-8に 切 り合 い にす る ピ ッ ト状 遺構 は覆 土 が灰 色 で

同 じ時 期 と思 われ る。

午前中水の汲み出しをする。

午前 までの雨でSK遺 構掘 り残 しに冠水 し掘れる状態 ではないてめ、 グ

リッ トC-5を 検 出し直 しピッ ト状遺構 を全掘 し始める。

C-5内 、ピッ ト1・2の 底部に10cmの 敷石があ り、覆土は褐色土 に榿色

粒 を多 く含み土師器 を数点包含する。

北側、土器集中の範囲を確認する精査 をす る。

土器集中は土師器の上 に一個 体 と思われる須恵器がつぶれた状態であ り範

囲は3m程 で中央部にL字 状に撹乱が入 っている。

前 日に引 き続 き、土器集中の精査 とピッ ト状遺構の全掘作業を し作業 を

し、土器集中Loc.1出 土状態の写真撮影、.ピ ッ ト状遺構 の平面実測 を行 う。

土器集中北東側に1・基のピッ ト状遺構、東側に須恵器の杯の底部が確認。

F-3.4、E-3.4内 の土器集中をLoc1と する。

雨のため3時 間程 しか作業ができず、主にピッ ト状遺構掘 りの作業 をす る。

C-5内 ピッ ト3、C-6内 ピット1よ り土器、フ『レークが出土 。石器 は

C-5・6よ り出土す る石器 と同じ石材 と思われる土器 は櫛描文が施 されてい

る。

C-5.6の 平面図実測する。

前 日に雨の汲み出し作i業をし、土器集中Loc1の 個体集中部を残 して周辺

の散 らばっている土・器を点 をお として取 り上げ、SK、 ピット遺構 の掘 りの

作業をする。土・器集中部の中程か らミニチュア土器が出土。SKの セクシ ョ

ン実測、写真撮影 を行 う。

ピット状遺構全景写真 を撮 るため薄 く掻 き撮影を行 う。

トレンチで確認出来た遺物包含層 は、土師器が黒褐色層でその下の黄榿色

層に弥生時代の土器が包含 される。東壁面のセクションに黒褐色層が30cm

程落ち込んでいるのが遺構 か地形的落ち込みか。

午前中、高橋調査団長指導。

土器集 中Loc1を 写真が撮れるように土器 を洗い撮影 し、点をお とし土器

を取 り上げる。

グリッ トC-5.6を 掘 り下げ遺構確認す る。

トレンチの北壁面 に西か ら東 に落ち込みが2層 にな りその下の層 の問に焼

土を視認出来た。

前 日に残 した土器集中の土器 を取 り上げ、終了後集中部下 に トレンチを入

れ遺構確認をするが遺構は認め られなか った。

近世 と思われる遺構 をSK-9と し掘 り始める。灯明皿 と思われるカワラ

ケ、灰粕陶器、木片が出土。

土器集中Loc2・3・4(黒 褐色土層内)を 検出。土器集中Loc3の 取 り上げ

るも崩れるほど脆い。

前 日に引 き続 きグリッ トC-5・6の 黒褐色土 を取 り除 く作業をする。西方

部に下の層が露呈 しているため千曲川の方向に地形が落ち込んでいると思わ

れたが方形の遺構が 検出された。
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20日(月)

21日(火)

22日(水)

24日(金)

遺構 の検出面、 グリッ トベ ル トを基 に土層観察用ベル トを設けて掘削す

る。

竪穴住居趾 と思われる遺構は方形で壁際に15～6cmの 黒色が帯状にあ り

壁材の跡であろうか。遺構北 側外 に形30cmの 円形(黒 色)が 視認で きる、

屋根 を支 える柱穴か。南側は撹乱部になるためカマ ドが残存 している可能性

は低いが トレンチ内に焦土が確認出来 るためカマ ドは西側か。

10cm程 の レベルで北西部角に円形の白灰色を視認。

写真撮影、土器集中No2・3・4を 行い、土器集中Loc2は 撮影後一括取

上げをする。

土器集中No3・4の 下部 に不定形な落ち込みを確認す る。土器 を残 し黒褐

色土を取 り除 く作業 を始める。

竪穴住居趾 内の覆土 を取 り除 き床面を確認す る作業を先週に引 き続 き行

う。検 出面 よ り10cm程 下 より土器 を多数 と骨片を含む黒色炭化層が壁 より

2～30cm内 側に50cm幅 で円形(リ ング状)に 視認す る。

住居趾外側北 と西 に円形 と方形のピッ トが1基 あ り住居趾の関連施設であ

ろうか。最大2mmの 骨片の範囲は 日没のため確認で きず。 東側、西側 と

南側を掘 り下げて住居趾 の範囲を確認する。住居鮭 の形状 は方形で.__.辺が

5mの 正方形で時期は古墳時代であろうか。

ベル ト南側か らコアが出土。

北側 コーナ ー内側 に加熱され割れた石が数点点在する。

朝方 までの雨で住居趾内に冠水 している水の汲み出 しを行 う。床面 を壊す

恐れがあるため住居趾内に入れず、ベル トの南側 とグリッ トD-5を 掘 り下

げ遺構確 認の作業 を行 う。検出面がはっきりしないが、広い落 ち込みが ある

ようだ。

前 日と同じく住居趾内に入れずグリットD-5と 住居趾ベル ト南側 を掘 り

下げる。

住居趾ベル ト南側 も北側 と同様 に黒色炭化層があるが、骨片は黒色炭化層

にはな く下層の直上に散在 し密度は北側に比べ薄い ようである。

住居趾外側 にあるピットをピッ ト5・6とし完掘する。覆土は黒褐色で住居

趾の覆土 と同 じで、包含 されている土器 も同じものと思われる。

前 日、はっきりしなかった落ち込みは溝状、円形 と瓢箪形でSK-10,SK

-11と し完掘する。瓢箪形のSK-10は 西東に縦軸が250cmあ り西方底部

に土師器の碗 を伴い、覆土 は黒褐色で深 さ20cmで ある。円形のSK-11は

検 出面に土師器が数点点在 し、覆土は黒褐色で計70cm、 深 さ30cmで ある・

近世遺構、SK-9よ り敷 しめられた葦状の植物、木材が出土。

住居趾内の覆土を取 り除 き遺構確認の作業をする。東側 コーナーか ら南側

にかけての床面が他の床面よ り一段高 くなっているのが確認で きる。棚状の

施設か。

住居趾内SK-1西 側 コーナー60cm内 方 に位置 し径80cmで 覆土 は暗灰

茶色土で砂質、深さ床面から30cm程 で、 トレンチで以

前確認済の遺構 である。

SK-2南 側部分が撹乱が欠如 しているため遺構の全形 は把握

できない。覆土は黄榿色 に少 しの黒色塊、多 目の黄色塊

が斑に混 じる。粘土質。

遺構であるか今の時点では確認で きないが、北西面内側 に焦土混 じりの炭
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27日(月)

28日(火)

29日(水)

30日(金)

化物 を含む落ち込み、他 に柱穴、SK-1と 同 じ覆土 をもつ落ち込み加熱 さ

れてある石下にも遺構 らしき落ち込みが確認 される。

SK-11,溝 状遺構を完掘する。溝状遺構iは南北 に4m程 で南側で黒褐色

土 に消 え北側 は表土除去で消 されているためその全形、住居趾 の関連施設か

は明 らかではないが、覆土等か ら同 じ時期 と思われ る。

グリッ トD-4内 の東西 に70cm北 南に20cmの 範囲で平安 と思われ る土

器集中をLoc6と する。

作業 日程 も後4日 とな り、教育委員会か ら2名 の応援 をいただき、SB-

1内 の水溜 りをスポ ンジで吸い取 り遺構検 出、SK-9完 掘作業 を先週に引

き続 き行 う。

SB-1.中 央部に比較的大 きな骨片(約1cm)が ある。

土器集中Loc6の 取上げ(EL-148)

SK-10・11完 掘撮影

トレンチのナンバ ー付け

トレンチNo1.調 査区域北側壁1m(明 褐色層中央 に黒色層)

トレ・ンチNo2.土 器集1直 下

トレンチNo3.グ リットC-5南 西に1m方 形

前 日と同じく床面が水分 を含み柔らか くヘ ドロ状 になっているためスポ ン

ジで叩 きながら水分を吸い取 り、住居趾 内の遺構完 掘作業 とセクシ ョン実測

の後、ベル ト外 しの作業を行 う。

SB-1、 西側壁に床面 より3cmに 焼土塊、粘土塊の層が確認 される。別

の遺構が切 り合っているようである(ト レンチ3の 北壁 に確認 された焼土

層)。

セクションー黒色炭化層の下に貼 り床(暗 灰色に黄色、黒色塊が斑 と榿色

粒 を含む)

前 日に引 き続 き土層観察用のベル トを外す。スポンジで水溜 りの水 を吸い

取遺構 を完掘 し調査地区全体、SB-1を 写真撮影す る。

写真撮影終了後SB-1に 切 り合 っている遺構 のプランを確認す るため掘

り下げる。検出面で壁際に沿って帯状 に黒色が視察 された床面は確 認されな

かった。壁材 とすれば壁材 は床面 まで達 していないのであろうか。

煙道が西壁に北 コーナーか ら南西3mに 壁 と垂直に長さ1m、 幅25cmで 、

煙道断面は幅25cm,左 右に並行 して1cm幅 で煙道壁 と思われる黒色炭化

層が確認で きる。上下の煙道は確認で きなか った。覆土は明褐色土 で黒色炭

化層上 と同 じである。煙道か ら住居内に炭化物を多 く含む不定形な落ち込み

があるがこれが カマ ド跡であろうか。カマ ドの石組、その落ち込み焦(焼)

土帯等のカマ ド跡の痕跡は認められなかった。

西壁 に北 コーナーから約1m、 検出面から3cm下 に切 り合いが縦 にある。

SB-1完 掘後プランを確認、径約3mの 円形の住居趾 と思われる。

住居趾 中央、貼 り床下か ら弥生時代の打製石包丁検出。

調査 日も明日を残すだけとなり、古墳時代住居趾 を完掘す る。

前 日に検出した弥生時代の竪穴住居趾の覆土 を除去 し、床面を出 し遺構 を

確認、遺構 を全掘する。西側壁際に最大径が胴中央部上 にある、櫛描文を有

する甕が口縁 を北に向けあ り。北側壁際にコバ ル トブル ーに色付 いた平石

(鉄平石)が 長辺 を壁 につけ住居趾 内側に傾斜 して出土。石面 は使用 された

光沢があ り住居入ロステップであろうか。
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12月 初旬

12月12日

12月18日

2001(平 成13)年

1月

2月

3月

床面 に瓢箪状の長軸約60cmの 遺構 と2基 の約30cmの 遺構があ・り全掘す

る。瓢箪状遺構部 に焼土塊があ り炉跡か。弥生時代円形竪穴住居趾 によ くみ

られる周溝 は確認できなかった。

10時 よ り終了式を行い、終了後、器材を埋文セ ンターに搬入 して調査作業

日程を終了す る。

発掘調査は雨の 日が多 く実労 日数が予定 より大幅 に短縮 されたため十分な

調査ができなかった。しか し調査終了間際ではあったが、古墳時代及 び弥生

時代の竪穴住居趾が確認 され住居空間が この地まで及んでいることが認め ら

れたことの意義は大 きい と言えよう。

補遺調査 ・片付け 整理作業

発掘調査終了報告書提 出

埋蔵文化財拾得届 ・同保管証提 出

整理作業

報告書作成作業

報告書作成作業 ・報告書印刷製本 ・残務整理 ・完了
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第2節 飯山北高等学校の経緯概説

県立飯 山北高等学校の前身は、明治36年4月15日 、長野中学校飯山分校 として飯山小学校 に敷

設 されたのを最初 とす る。5月11日 に新校舎に移転、5月30日 開校式 をあげた。分校主任 は長野中

学校教諭足立鍬太郎 で、後独立 とともに初代校長 となっている。

その後曲折を経て、明治39年4月1日 独立 して飯 山中学校 とな り、6月6日 独立開校式が挙 げら

れている。さらに昭和23年 学制改革によって、飯山北高等学校 となって今 日に及んでいる(飯 山町

誌)。

明治36年 に敷地7500坪 を飯 山町が寄付 した とあることか ら、現在の敷地全部がこの ときに中学

校敷地 として造成 された ことになる。図8は 飯山中学校時代の校舎配置図であ り、昭和58年 の調査

では、当時の寄宿舎付近 を発掘調査 している(図9上)。 厨房施設に伴 う遺物やごみ穴等発 見 されて

いる。今回の調査区には講堂が建てられてお り、戦前 には北の中央部に突出して奉安殿が祀 られて

いたらしい。その突 出部分 も今回の調査で現れている。そ して、昭和35年 に体育館が建 てられ、平

成12年 に解体 された。 したがって、今回の場所 は明治36年 頃 までは屋敷があったと推定 され る。

以降は、少な くても講堂、体育館建設に伴い2回 の造成が行 われた こととなる。

図8長 野県立飯山北高等学校校舎変遷図(1)
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図9長 野県立飯山北高等学校校舎変遷図(2)
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図10調 査 区 位 置 図(1:400)
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第皿章 発見された遺構と遺物

第1節 概 要

今回の調査 によって発見 された遺構 は表2の とお りである・体育館が建て られてお り・それ以前

にも講堂等が建て られていたため、部分的には破壊 を受けていた・また・地下水位が高 く・付近の

湧水地からの流入もあり常時水浸 しの部分 もあったために、地区全体を精査することができなかった・

しか しなが ら、全体的には弥生時代 ・古墳時代の文化層 は把握す ることがで き・平安か ら中 ・近

世にかけて も部分的に残 されている個所 もあった。本稿では、弥生時代 ・古墳時代 ・中 ・近世に分

けて説明を加 えてい く事 とする。

なお、この他柱穴がい くつか検出されてい る。層位か らは中世以降 と判断 され るが、所属時期 を

明確 にで きなかったために、その他の時代 として別記することとした・

遺跡全体 竪穴住居趾2土 坑11

内訳 弥生時代

古墳時代

中 ・近世

所属不明

竪穴住居阯1

竪穴住居趾1

土坑8

柱穴47

遺物集中地点6柱 穴47

土坑3遺 物集中地点6

時 代 遺 構 遺構略号 規 模(長 径 ×短径 ×深 さ) 主要出土遺物等

弥生時代 2号 竪穴住居趾 SB2 xx15 甕

古墳時代 1号 竪穴住居玩 SB1 509x476×30 甕 ・圷

7号 土坑 SK7 59x44×29 圷

10号 土坑 SK10 235×135x25

11号 土 坑 SK11 92x60×34

1号 遺物集 中地点 Loc.1 460×390 手捏土器 ・須恵器甕

2号 遺物集中地点 Lo.c.2 90×45 土師器甕

3号 遺物集中地点 Loc.3 80×60 土師器片

4号 遺物集中地点 Loc.4 70×40 土師器片

5号 遺物集中地点 Loc.5 70×65 土師器片

6号 遺物集中地点 Loc.6 75×50 土師器片

中 ・近世

r

1号 土坑 SK1 91×83×80

2号 土坑 SK2 125×112x

3号 土坑 SK3 198×200x161 陶器碗

4号 土坑 SK4 84×77×17

5号 土坑 SK5 91×94×8 曲物側板片

6号 土坑 SK6 76x36×4

8号 土坑 SK8 81x52×41

9号 土坑 SK9 688×272x74 陶磁器 ・木製 品

表2発 見 された遺構一覧
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図11遺 構 分 布図(1:160)
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第2節 弥 生 時 代

1遺 構

2号 竪穴住居趾(SB2)(図12)

弥生時代の遺構 は1軒 の竪穴住居趾のみであったが、北町遺跡では初めての弥生時代遺構であ

る。

B・C-5・6に 位置 し、古墳:時代住居趾に半分以上壊 されている。推定径450cmの 円形住居趾

と思 われる。壁は確認面 より15cmで 、なだらかに床面に続 く。壁の周囲に周溝は認め られない。

主柱穴は3本 確認で きているが、他 は古墳時代住居趾 によって明確ではないが、おそ らく5～6本 、

中央に土坑 を有す るものだろうと考 えられる。この土坑は古墳時代住居趾 内のP1と したものだと

考 えられる。

遺物では、西壁際 に完形の甕形土器が横に倒れた形で出土 している。また、北側 の壁には40×

30cmの 平石1点 が斜めに置かれて出土 してい る。

図12弥 生時代 の竪 穴住 居趾(SB2)(1=60)
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2遺 物

竪穴住居趾 より出土 した遺物 は、・破片点数 にして約50点 。いずれも細片で摩滅 してお り、拓本 に

することがで きなか った。図示 し得たのは3点 のみである(図13)。

甕(1・2)

1は 完形の甕形土器である。大 きく外反する口縁で、最大径 を口唇部 に持つ。口唇部 には縄文が

施文 される。頚部以下は、1条7本 一単位の櫛描波状文が7条 め ぐらされ、櫛描垂下文が6単 位で

施 される。調整はナデのちミガキである。2は甕胴部で、櫛描直線文 と横羽状文が施文されている。

壷(3)

細片の1点 のみである。横走沈線文の問に縄文 と山形沈線文、及び連孤文が施 される。

図13 弥生 時代 の遺物(14,13)
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第3節 古 墳 時 代

1遺 構

1号 竪穴住居趾(SB1)(図14)

B.C-5に 位置する。西南側 は講堂基礎によ り破壊 されている・500cm×480cmの 方形プラ

ンを呈 し、カマ ドは北壁 の中央 に構築され、煙道が約1m延 びている。カマ ド構築材は破壊 されて

いたが、カマ ド北側 に散乱 していた石が構築材であったものと思われ る・壁 は比較的急斜で・床面

は張 り床等 は明確でなく軟弱である。これは水分の多い覆土のためか もしれない。主柱穴はP1か

らP3及 び破壊 された部分に1本 あったとみな して4本 柱 と考 えられる・ただし・P1は セクシ ョ

ンには現れなかったが、弥生時代竪穴住居趾 の中央土坑 と重複 しているものと思われ る・住居趾中

央の浅い土坑 は、おそ らく住居構築に伴 うものであろう。

なお、覆土中には炭化物を多 く含む層が認められ・骨片 も混 じっていた・

遺物集中地点(Loc.1～6)(図15)

調査区内において、遺構 は認められなかったが遺物がまとまって出土 していた個所が6地 点存在

した。3号 集 中地点～6号 集中地点は、細片が約10点 ρまとま りで・特別の意味のあるような出土

状態 と認め られないことか ら、地点のみ記入 して遺物の取 り上げを行 った・また・2号 遺物集 中地

点は1号 竪穴住居趾の東側に接 して出土 した。甕形土器等が密集 して出土 してお り・ドッ トマ ップ

は作成す ることがで きなかったが、一括廃棄の場所 とみな しえるような出土状態であった。

1号 遺物集中地点は、E・F-3・4区 に位置 し、一部講堂の基礎 によって破壊 されている。総数

約600点 の出土で、手捏の小型土器の多いのが注意される。その他 に土師器高圷や須恵器甕が出土

している。破壊 を受 けていたことも影響 しているのかもしれないが・完形 となる遺物は小型土器以

外認め られなかった。

なお、遺物の出土 レベルは、多少の高低差はあるが、精査 したが遺構は確認で きなかった。

土 坑(SK)(図16)

調 査 に よって土 坑 は11基 発 見 され たが、古 墳 時代 の所属 と考 え られ る土 坑 は以下 の三基 であ る・

7号 土 坑(SK7)C-3区 に位 置す る。周辺 には中 ・近 世 の土坑 が ま とまってい る・55×45cm

の楕 円形 を呈 し、深 さは30cm、 断面す り鉢 状 を呈す る・

覆土 中 よ り土 師器細 片が 出土 してい る こ とか ら当該期 と した。

10号 土坑(SK10)1号 竪穴 住居趾 の北 約3mに 位 置す る・230×130cmの 瓢 箪形 を呈す る・

底面 西側 に、 土 師器杯形 土器 が ほ ぼ正 位 に置か れて 出土 して いた。

11号 土 坑(sK11)16号 土坑 の西側 に位 置 し、1号 溝 を切 ってい る・90×70cmの 楕 円形 を呈

す る。深 さ35cmを 測 り、 底面 は平 坦、 断面 は鍋底 状で あ る。
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図14古 墳 時代 の竪穴 住居 趾(SB1)(1:60)
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図151号 遺 物 集 中 地 点 分 布 図(Loc.1)(1:40)
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図16古 墳 時 代 の 土 坑 ・溝(SK・SD)(1=40)
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2遺 物

1号 竪穴住居趾出土遺物(図17-1～8)

図示 し得 たのは、甕2、 杯4、 甑1、 石包丁1の 計8点 である。ただ し、石包丁は・弥生時代住居

趾 を一部破壊 して構築 していることか ら、本来 は弥生時代2号 住居趾 に所属す るものであろ う・

甕(1.2)1は 口縁端が強 く外反する甕で、色調は赤褐色 を呈す。胎土に小石 を含 む。口縁はナ

デ、胴部 はハケ調整が施される。2は 緩 く外反す る口縁 で、色調 は茶褐色、内面は黒色 を呈す る・

胎土には小石 を多 く含み、焼成 は悪い。

圷(3～6)3は 屈 曲の弱い圷で、器壁は薄い。胎土に小石 を含み、色調は茶褐色・4は 短 く口

縁が外反する。5は 内面に ミガキが加え られる。6は 黒褐色を呈 し、焼成は良好である・

甑(7)底 部を欠 くが、やや内湾気味 に立ち上が り、口縁端がやや開く甑である・内外面 ともハ

ケ調整が行われる。

石包丁(8)打 製の石包丁である。飯山地方には弥生時代 中期に磨製の石包丁が使われているが・

打製は比較的珍 しい。遺構の項で も触れたが、弥生時代中期の竪穴住居趾 を切 って本住居趾 が構築

されているので、その時に紛れたものであろ う。セクシ ョンベル ト内か らの出土である。

横長の剥片 を用い、石核 よ り作出された鋭い縁辺をそのまま刃部 として用いている・基部側 は正

面及び裏面 とも調整加工が行われ形態を整 えている。裏面の一部に使用によって生 じた と思われ る

摩滅痕;が残 される。

10号 土坑 出土遺物(図17-9)

1点 のみ抗底 に正位に置かれた状態で出土 した もので、土師器の圷である。胎土に小石 ・砂粒 を

含み焼成は良好である。

1号 遺 物集 中地 点(Loc.1)出 土 遺物(図17-10～ 図18)

本遺 構1か らは、土 師器杯1、 小型 丸底土 器1、 甕i2、 手 捏 土器7、 高圷4、 須 恵器1を は じめ多 く

の遺物 が 出土 した。 本稿 で は図上復 元 の可能 な15点 に須 恵器 拓本5点 を図示 した・

土 師器小 型丸 底土器(図17-10)直 線 的 に開 く口縁 と球形 に丸 くなる胴部 の形 態 を とる・

摩滅 が激 し く全 体 の調整 は不 明 瞭だが 、表面 はハ ケ のち ナデ、内面 はハ ケ調 整 と思 わ れ る・胎土 に

小石 を多 く含 み焼 成 は良好 で ある。色 調 は赤 褐色 を呈 す。

土 師器甕(図17-11.12)11は 直立 気味 に外 反す る口縁 形態 を とる。色調 は茶褐 色 で・焼成 は

良 く堅緻 で あ る。 口縁 には縦 の ミガキが施 され る。12は 、 短 く 「く」 の字状 に外 反す る

口縁 形態 で 、口縁 部 は ナデ、胴 部 にはハ ケが施 され る。胎土 は黄 褐色 で、胎土 には小 石 が混 じる・

土師器 手捏 土器(図17-13～19)13～19は すべ て小 型 の手捏 土器 であ るが、形態 的 に は さま

ざ まで あ る。底 部 につ い てみ れば、安定 した13.15.16.17と 安 定 しない14.18.19が あ る。いず れ も手

の押 さ えが わか る製作 方法 で、 簡単 に整形 してあ る と思 わ れ る もの は13と19の み であ る・

これ だ けいわ ゆ る祭祀 に関係す るよ うな遺物 が集 中 的に 出土 す る ことは、この地 点が そ の場所 で

あ った可能性 もあ る。

土師 器高 圷(図18-1～4)全 形 のわか る資料 は ないが 、圷 部1点 と脚 部3点 の計4点 が 出土 し

て いる。1は 上外 方 にほぼ直線 的 に開 く器形 を呈 し、脚 部 に接 続 す る付 近で稜 を持 つ。2～4は 脚

部 で、2は 直線 的 に開 くもの 、3は 有段 とな り脚柱 が 中膨 れ とな る。4は や は り有段 で・円筒 状 の脚

柱 を呈 す る。1～3は 赤 褐色 を呈 し、4は 黄褐 色 で 内面 が黒 色処 理 されて い る・

須恵 器甕(図18-5～10)5～9はi甕 胴部破 片 で あ る。5・6・9は いず れ も外 面 に平行 タ タキ

を施 し、の ち にカキ 目を加 えてい る。10は 大型i甕の口縁 部か ら胴 部 にいた る部 分で あ る。球 胴胴 部

か ら 「く」の字状 に外 反 し、断 面が三 角形 の 口唇 部 を持つ 。口縁 部 中央 部 には2本 単位 の 凹線 文が

引 かれ、 そ の上下 に櫛描 波状 文が 施文 され る。胴 部 は平行 タタキの のち カキ 目が施 され る・
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図17古 墳 時 代 の 遺 物(1)(113.1=2)
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図18古 墳 時 代 の 遺 物(2)(1=3.1:4)
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2号 遺物集 中地 点(Loc.2)出 土 遺物(図19-1～3)

土 師器甕(1～3)'2号 遺物 集 中地 点か ら出土 した遺物 はす べ て土 師器 で、3点 であ る。1は 緩 く

外 反 す る 口縁 で、胴 部 はや や球 形 を帯 び る。口縁 部 はナデ調 整 が な され 、胴部 は内外面 ともヘ ラケ

ズ リ、外 面 はの ちナ デが な され る。胎土 に白砂 を含 む。焼成 は良好 であ る。2・3は 「く」 の字状

に外 反す る口縁 で、焼 成 は ともに良好 で堅緻 で あ る。

土 師器 高圷(4)口 縁 形態 は不 明 だが、大 き く開 くもの と思 われ る。脚 部 も明確 で な いが短 く開

くもの と思 われ る。

図19 古墳時代の遺物 (3) q 　3
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第4節 中 ・近 世

1遺 構

中.近 世に該当すると思われる遺構 は、土坑8基 である(図20・21)・ 近世 には当該地は武家屋

敷 となってお り、古絵図にも記載 されている。その後・明治36年 の飯山中学建設 により・一帯が

取 り壊 され、今 回の調査区には明治39年 に講堂が建て られることとなった・そのため・かな り地

下深 く造成が行われ、中 ・近世の包含層 は大 きく壊 されることとなった・今回検出 された遺構 は・

その造成に免 れた下位 の部分がわずか に検出されたと考えられ る・以下に・遺構 ごとに説明 を加 え

る。

1号 土坑(SK1)

C_4区 に位置 す る。90×80cmの ほぼ円形 を呈 し、深 さは80cmを 測 る。 ほぼ垂 直 に掘 り込 ま

れ、底 面 は平坦 で あ る。 出土 遺物 は ない。

2号 土坑(SK2)

SK1の 西1.5mに 位 置す る。120×110cmの 不定 形 なプ ラ ンを呈す る・ 深 さは湧水 が 認 め られ・

危 険 であ った ため底 部 まで確認 で きなか ったが・70cmま で調査 した・壁 断 面 はす り鉢 状 とな って

い る。陶磁 器破 片が 出土 。

3号 土坑(SK3)

C_4区 に位置 す る。径200cmの 円形 プ ラ ンを呈 し、深 さ160cmで ・ ほ ぼ垂 直 に掘 り込 まれて

い る。 陶磁 器破 片が 出土 して い る。

以 上 の 三 基 は、 確 認 面 か らの深 さが70cm以 上 あ り・ 当初 の掘 り込 まれ た面 か ら推 定 す れ ば

150cm以 上 あ った と推 定 で き、地 下水 位 も高 い こ とか ら井 戸趾 と考 え る ことが で きる・た だ し・こ

れ らの三 基 は ま とまって いる こ と、井戸 枠等 の痕 跡が 認め られ ない こ と もあ り・明確 に断 定す るこ

とはで きない。

4号 土坑(SK4)

SK3の 東倶1に接 してい る。平 面 は85×80cmで 、ほ ぼ円形 プ ラ ンを呈 す る・深 さは15cmと 浅

いo

5号 土坑 .(SK5)

SK4の 東側 に接 す る。95×90cmの ほぼ円形 の プ ランを呈 し・深 さは10cmと 浅 い・壁 の周 囲

の一部 に木袈曲物側板 と思われるものが出土したが・遺存状態が悪 く保存取 り上げす るこ とがで き

なか っ た。

以 上 の4.・5号 土坑 は、当初深 さが1m位 で あ る こと、曲物 の一部 が残 され てい た こと等 を考 え る

と厩 跡 と考 える ζ と もで きよう・

6号 土坑(SK6)

C-3区 に位 置 し、70×30cmの 不 定形 な形態 で あ る・深 さは5cmで あ る・
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図20中 ・近 世 の 遺 構(1)(140)
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図21中 ・近 世 の 遺 構(2)(1:40)
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8号 土坑(SK8)

C・D-3区 に位 置す る。東側 を時 期不 明 の ピ ッ トに切 られ る。径50cmの 不 正 隅丸方 形 を呈 し、

深 さは40cmを 図 る。

9号 土坑(SK9)

E-4・5・6に 位置 し、北 側 を講i堂の基礎 に よって破壊 され てい る。350×120cmの 隅丸 長 方形 を

呈 し、深 さは約40cm、 壁断 面 は長軸 が鍋 底状 、短軸 側 は比較 的急 斜 で底面 に接 す る。覆i土中 には、

木 屑 ない しは藁 状遺 物 の層 や炭化 層 、焼 土層 な どが認 め られ た。また、遺物 には 明 らか に火 に よっ

て煤 が付 着 した もの もあ り、土坑 内で火 を燃 や した痕跡 が伺 えた。

遺物 は、陶磁 器 や 内耳 土器 な どのほか 木製 品類 も多 く出土 してい る。,
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2遺 物

発見された中 ・近世の遺物は、土器 ・陶磁器類、木製品である。以下遺構外 出土土器 もあわせ個

別に説明を加 える。

遺構外 出土 土器(図22-1～8)

陶器(1・2・7・8)1・2は いず れ も肥 前 陶器 で ある・1は 碗 で灰 紬 ・蛇 目粕ハ ギ で ある・2は 皿

で緑 色 の灰 粕、砂 目土で あ る。1は17世 紀 後半 か ら18世 紀 か・2は17世 紀 初頭 で あ ろ う・7及 び

8は 、 口縁 内外 面 に鉄紬 の施 された 山茶碗 で あ る。

磁 器(3～6)肥 前 磁器 の染 付 け であ る。3・4は 碗 、5は 皿 で・6は 草 花 文染付 けの皿 で あ る。

3号 土坑 出土遺物(図22-9)

唯一 の 出土 で、陶器碗 で あ る。内面 と外 面胴 部 まで濃緑 色 の粕i薬が か け られ る・陥入 があ り・胎

土 目で ある。

9号 土坑 出土 遺物(図22-10～ 図23)

土器(図22-10・11、 図23-1～6)11は 完 形 の灯 明皿で ・口唇 部 には タール状 の有 機i物 と

ともに煤 が付 着 して い る。底 面 には糸切 り痕 を とどめ る。 図23-6は 内耳鍋 で あ る・土坑 内か ら

散 在 して発 見 され たが ほぼ完形 とな った。茶褐 色 を呈 し、胎 土 に砂粒 を多 く含 む・表面 には煤 が付

着 してい る。内耳土 器 は時代 が新 し くなる に従 い器 高が低 くな る傾 向 とされ るが、本例 はそ の もっ

と も新 しい段 階の もと思 わ れ る。

陶器(図22-12～16)12は 山茶 碗 で、口唇 部 ない外 面 に鉄粕 が掛 け られ る。14・15は 肥 前 の

す り鉢 であ る。16は 珠洲 陶器 の片 口鉢 で、卸 目は11本 まで数 え られ る。
'磁 器(図22 -17～ 図23-5)図22-17～ 図23-4は 肥 前染 付 で・皿(17～19・1・3)と 碗

(2・4)が あ る。 いず れ も草 花文 、竹 文 な どが描 かれ る。19と1は 群 青色・他 は青色 の染 付 けであ

る。5は 青磁 の碗 で あ る。18は17世 紀代 の もの と考 え られ る・

木製 品(図24)木 製 品 には、下駄(1)、 杓 子(2・3)、 曲物(4～6)・ 板 状製 品(7～10)・ 棒

状 製 品(11)が あ る。 下駄 は、全 長20.2cm、 中央 部幅6cm、 台 部厚 さ3cmを 測 る。差 歯 下駄 で、

歯 は発 見 されてい ない。2及 び3はU字 状 の え ぐ りが 入 った幅広 の杓 子 であ る。4・5は 曲物 の蓋(4)

と底板(5)で あ る。4に は斜 め に孔 が1個 認 め られ る。5は6mmの 薄 い板 で・漆 状 の ものが 塗 ら

れ てい る。6も 底板 であ ろ うか 。7～10は 具体 的 な製 品名 は断 定で きない。おそ ら く箱 形容 器 か 曲

物 の底板 で あ ろ うか。11は 、表 皮 を残 す棒 状 の もので、先端 部 は斜 め に切 断 されて い る。基 部 側 は

加工 が あ る ように見 え るが 、燃 え て炭化 して い るため には っ き りしない。

以上 、出土 遺物 の うち陶磁 器 につ いて は山茶碗 を除 き、1点 の み珠洲 陶器片 で あっ たが、他 は肥

前 陶磁 で あ った。年代 的 にはバ ラ ツキが あ るが 、珠 洲系 陶器 や内耳 土器等16世 紀 に まで遡 る もの

と思 われ る。
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図22中 ・近 世の遺物(1)(1=3)

一38一



図23中 ・近 世 の 遺 物(2)(1:3,114)
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図24中 ・近 世 の 遺 物'(3)(14)
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33 C-5 17×13x21 楕 円 形

34 C-5 9×9×7 円 形

35 C-6 22x22×54 円 形 近 ・現代 か

36 C-6 lOx7x 楕 円 形 近 ・現代 か

37 C-5 18×13X 長 方 形 近 ・現代 か

38 C-5 20x20×21 正 方 形 近 ・現代 か

39 C-5 22×20X 正 方 形

.40 C-4 23×17X 長 方 形 近 ・現 代 か

41 C-6 15×14XS 円 形 近 ・現 代 か

42 C-5 25×17X 長 方 形

43 C-5 17×14X 長 方 形

44 C-5 11XllX 円 形 近 ・現代 か

45 BC-5 22×20×11 円 形 . 近 ・現代 か

46 B-5 13×13×5 正 方 形

47 B-5 16×15X 正方形

表3ピ ッ ト計 測一 覧表

2遺 物

1点 のみであるが、平安時代の須恵器圷が出土 している(図23-7)・ 底部及びその周辺 には回

転ヘ ラケズ リ調整が行われている。古墳:時代1号 遺物集中地点の端部よ り出土 したものであるが・

調整方法か ら、平安時代前期の須恵・器と思われる。

図版実測
図 番 号

種 類 器 種 口 径 器 高 底 径 調整 ・文様等 出 土 遺 構

13-1 弥生 土器 甕 25.9 27.0 6.5 ハケナr・ ミガ キ SB2

13-2 弥生土器 甕 一 一 一
ナr・ ハケ SB2

13-3 弥生土器 甕 一 一 一 SB2

17-1 土 師 器 甕 14.5
一 一 ハケ・ナデ SBl

17-2 土 師 器 甕 18.3 一 一 SB1

17-3 土 師 器 圷 13.5 5.6 一 SB1

17-4 土 師 器 圷 12.5 5.3 一 ナデ SBl

17-5 土 師 器 」不 13.0 5.2 一 ミガキ SB1

17-6 土 師 器 圷 14.5 7.8 一 ハケの ち ナr SB1

17-7 土 師 器 甑 15.9 7.8 一 ハケ・ナテ" SB1

17-8 石 器 石包丁 一 一 一 SB1

17-9 土 師 器 圷 12.1 7.7 一
ナr SK10

17-10 土 師 器 壷 8.0 一 一 Loc.1

17-11 土 師 器 甕 10.5 一 一 ミガ キ Loc.1

17-12 土 師 器 甕 13.0 一 一 Loc.1

17-13 土 師 器 小型土器 4.8 3.3 3.5 Loc.1手 捏 土 器

17-14 土 師 器 小型土器 5.5 2.8 1.9 Loc.1手 捏 土 器

17-15 土 師 器 小型土器 5.3 2.9 3.2 Loc.1手 捏 土 器

17-16 土 師 器 小型土器 5.9 2.9 4.3 Loc.1手 捏 土 器
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17-17 土 師 器 小型土器 3.7 2.7 3.0 Loc.1手 捏 土 器

17-18 土 師 器 小型土器 2.7 2.6 一
Loc.1手 捏 土 器

17-19 土 師 器 小型土器 5.8 2.6 8.0 Loc.1手 捏 土 器

18-1 土 師 器 高杯 12.2 12.0 7.1 Loc.1

18-2 土 師 器 高杯 一 一 一
Loc.1

18-3 土 師 器 高杯 一 一 『
Loc.1

18-4 土 師 器 高杯 一 一 一
Loc.1

18-5 須 恵 器 甕 一 一 一
タタキ Loc.1

18-6 須 恵 器 甕 一 『 『
タタキ Loc.1

18-7 須 恵 器 甕 『 一 一
タタキ Loc.1

18-8 須 恵 器 甕 一 一 一
タタキ Loc.1

18-9 須 恵 器 甕 一 一 『
タタキ Loc.1

18-10 須 恵 器 i甕 31.9 『 一
タタキ・ハケ Loc.1

19-1 土 師 器 甕 14.9 『 一
ケズ リ・ナデ Loc.2

19-2 土 師 器 甕 14.1 一 一
ナr・ ハケ Loc.2

19-3 土 師 器 甕 14.2 『 一
ナr Loc.2

19-4 土 師 器 高圷 一 一 一 Loc.6

22-1 陶 器 碗 一 『 3.4 遺構外

22-2 陶 器 皿 一 一 4.8 遺構外

22-3 磁 器 碗 12.4 4.0 8.9 染付 遺構外

22-4 磁 器 碗 一 一 3.0 染付 遺構外

22-5 磁 器 皿 一 一 8.5 笹文 遺構外

22-6 磁 器 皿 15.0 一 『 草花文 遺構外

22-7 陶 器 山茶碗 『 一 4.3 無粕 遺構外

22-8 陶 器 山茶碗 10.7 3.3 一 口縁鉄粕 遺構外

22-9 陶 器 鉢 13.5 4.0 8.9 胎 土 目 ・嵌入 SK3

22-10 土 師質 土 灯明皿 9.9 2.5 6.0 煤付着 SK9

22-11 器 灯明皿 8.5 1.7 4.0 SK9

22-12 土師質土 7.9 1.9 4.3 SK9.

22-13 器 一 一 4.3 SK9

22-14 陶 器 播鉢 『 一 一
肥前(唐 津) SK9

22-15 陶 器 揺鉢 一 一 一
肥前(唐 津) SK9

22-16 陶 器 片口鉢 『 一 一 珠洲 SK9

22-17 陶 器 皿 12.0 2.8 4.2 染付 SK9

22-18 陶 器 皿 9.1 1.6 3.6 染付
'SK9

22-19 磁 器 皿 9.8 1.6 4.6 染付 SK9

23-1 磁 器 皿 20.7 3.5 } 草花文染付 SK9

23-2 磁 器 碗 13.5 『 一 緑粕 SK9

23-3 磁 器 皿 12.1 2.0 一 染付 SK9

23-4 磁 器 碗 一 一 一 笹文染付 SK9

23-5 磁 ・器 皿 25.7 一 一 青磁 SK9

23-6 磁 器 内耳鍋 32.9 7.6 24.8 SK9

表4土 器 ・陶磁器観察表
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第5節 そ の 他 の 時 代

.1遺 構

表土 除去後 の精 査 で検 出 され た ピッ ト群 で、概 ね 中 ・近 世以 降、 近 ・現代 の もの も含 む と考 え

られ る。(図25・ 表3)

ピット番号 グ リッ ト 長径 ×短径 ×深 さcm 形 態 備 考

1 E-6 14×11×7 円 形

2 DE-6 37×33×12 円 形

3 D-6 10×10×13 円 形

4 D-6 20×19×18 円 形 近 ・現代 か

5 D-5 56×42×19 円 形

6 D-6 15×15×13 正 方 形

7 D-6 42×36×17 楕 円 形 近 ・現代 か

8 D-5 29×24×18 長 方 形

9 D-5 12×10×22 正 方 形

10 D-5 12×9×6 楕 円 形

11 D-5 16×11×14 長 方 形

12 C-5 12×12X 円 形

13 C-5 35×22X 不 整 形

14 D-5 21×15X 楕 円 形 近 ・現代 か

15 C-6 28×23×25 楕 円 形

16 C-6 29×30×26 正 方 形

17 C-5 16×16X 円 形

18 C-5 37×36X 円 形 ・

19 C-5 22×14X 不 整 形 近 ・現代 か

20 C-6 28×20×41 楕 円 形

21 C-5 22×23×32 正 方 形

22 C-5 10×10X 円 形

23 C-5 30×27×12 不 整 形 近 ・現 代 か

24 C-5 21×16×27 楕 円 形 近 ・現 代 か

25 C-5 13×10X 長 方 形

26 C-4 34×20X
・長 方 形

近 ・現 代 か

27 C-5 18×17×10 円 形 近 ・現代 か

28 C-5 14×10×54 長 方 形 近 ・現代 か

一29' C-5 20×17×6 長 方 形 近 ・現代 か

30 C-5 14×13×5 正 方 形 近 ・現代 か

31 C-5 21×17×4 長 方 形

32 C-5 15×16×8 正 方 形
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図25ピ ッ ト群 分布 図(1:40)
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第6節 遺構 ・遺物課題

1弥 生時代

今 回の調査で、北町遺跡では初めての住居趾 を検 出することができた・従来施設建設 などで断片

的に弥生時代中期や近世の遺物が発見されていたが、遺跡の性格 としては 「包蔵地」の範囲を超 え

る情報 を得ることはで きなかった。その意味で、今 回弥生時代 ・古墳時代それぞれの住居趾 を各1

軒検出しえたことは、北町遺跡が当該時期の集落跡であった と明確に位置付 けることができたとい

えよう。もっ とも、面積 的な関係 もあ り各時期1軒 のみの検出で集落をな していた とするには早計

過 ぎるきらい もあるが、少 なくとも低湿地の生産地ではな く、弥生時代 には集落 を構 えられるよう

な微高地であった と考えることがで きる。集落の範囲や生産地 については・今後 さらに究明 してい

きたい。

弥生時代の竪穴住居は、古:墳時代 の住居趾 により多 くが破壊 され、一部 しか確認することができ

なかった。しか し、ほぼ円形で周溝 は認め られないなど、大 まかに住居の形態な どは把握す ること

がで きた。

飯山地方のこれまでの発掘成果か らすれば、弥生時代 中期 の住居趾 はすべて円形 プランであ り・

今 回も出土土器か ら中期の住居趾 と断定で き、矛盾 しない。ただし、周溝の認め られない円形住居

趾 はほ とん ど例がない。飯 山地方の弥生時代住居の変遷 は、周溝 を持つ円形プランか ら・周溝 を持

たな い小判形 もしくは楕 円形のやや大型の住居、さらに隅丸長方形、(隅 丸)方 形の順 に変遷 して

い く過程が見 られる(飯 山市教委1995)。 こうした変遷 の中に周溝を含 まない円形住居が時期差

として存在 して くるのか、 この点についても今後の課題 となろ う・

遺物では、住居趾 出土のわずか1点 の甕形土器が形態のわかるものである・文様の特徴か ら中期

栗林式土器である。単純 口縁の口縁部 に縄文が施文 され、無文部 をはさみ胴部に廉状文 と櫛描波状

文が施文される様相 は、栗林式土器の中で もあま り新 しくはな らない時期 に置かれるだろうと思わ

れる。

2古 墳時代

古墳時代 の遺構では、竪穴住居趾1軒 、土坑3・基、遺物集中地点6箇 所がある。このうち竪穴住

居趾 はカマ ドをもってお り、飯 山地方では古墳時代 中期以降、関東の鬼高期 になって造 られるもの

である。規模 も径5m前 後の方形住居趾で、この時期の規模 とすれば一般的な住居 といえる・ただ

し、地下水位が高 く、土壌 も粘質 とい う発掘には悪条件が重 なったため、構造等詳細 に把握で きな

か ったことが悔やまれる。

土坑では、10号 土坑が注 目される。形態は不定形であったが、底面 より1点 の土師器圷が置かれ

たように出土 したことは、特別 な施設であったように考 えられる・赤彩の可能性 も認められるこ

とか ら、祭祀的な遺構 の可能性 を考 えたい。

また、遺物集中地点のうち1号 地点は、一部講堂の基礎が入 り破壊 されていたが、手捏土器が多

量 に含 まれてお り、やは り祭祀的な場所であった可能性が高い。

これ らの遺構か ら出土 した遺物は、土師器甕、圷、高圷、小型丸底土器、須恵器などであった。

各遺構 出土の古;墳時代 の遺物は、全体 としてほぼ同時期のものとして捉 えることができ・1号 遺物

集中地点の須恵・器が陶邑TK47様 式 に類似する点や高圷の稜部が弱 くなっている点、小型丸底土器

の存在などを考慮すると6世 紀代で も前半におかれるのではないか と推定される・

3中 ・近 世

中 ・近世の遺構 は、その大半が破壊 されてお りわずかに残存 しているに過 ぎない。したがって・

当時の様子 を明 らかにすることはで きないが、断片的に当時の様子を明 らかにできた・
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検出された遺構 は土坑 のみで、井戸趾や厨跡 と推定 される遺構 である。近世末期の古絵図には

(図26)侍 屋敷が記載 されてお り、わずか に発見された遺構か らは推定す ることもで きないが、絵

図か らすれば松 田半蔵 もしくは太田平左ヱ門の屋敷あた りと推定 される。

また・9号 土坑は井戸趾 を除き、一部中学校講堂基礎により破壊 されていたが、他の遺構 より明

確に残 されていた。出土遺物 も中世にさかのぼるものがある。その施設用途 については不明だが、

中世戦国時代 には飯 山城は北が大手であった と推定 されることか ら、付近 はすでにメイ ンス トリー

トであったと考 えられる。9号 土坑はその状況か らごみ穴の類 と推定 したが、中世 もしくは近世初

頭の遺構 として今後の飯 山史を考える上で重要 となってこよう。

遺物では、9号土坑 か ら陶磁器類のほか木製品が多 く出土 した。これは地下水位が高かったため

に残 された ものであるが、下駄などは飯山地方で初見である。これ も当時の生活史を考える上で重

要であろう・なお、陶磁器類 については、肥前陶磁器が多 いことが指摘 される。肥前陶磁器の流通

は、北信濃地 方では北前船ルー トで越後か ら流入 してお り、中 ・東信では富士川ルー トが指摘 され

ている(降 矢2001)。 また、瀬戸 ・美濃流通ルー トも南信か ら流通 していることか らすれば、飯

山地方をは じめとす る北信濃地方は、む しろ肥前陶磁器が主体 をなす流通圏であったと考 えること

ができる。ただ し、近世中半以降瀬戸 ・美濃製品が市場 で優位 を占めるようになることか ら、近世

前期 までの状況 といえる。

以上・簡単 に課題 を掲げた。北 町遺跡については、その範囲 をはじめ全貌を明 らかにす るには未

だ多 くの情報が不足 している。今回の発掘調査 を端緒 として今後鋭意究明 していきたい。

引用参考文献

飯 山市教育委員会 「小泉弥生時代遺跡」1995

降矢 哲男 「甲信地方における肥前陶磁の出土状況について」 一第11回 九州近世陶磁学会資料

国内出土の肥前陶磁 所有2001
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第IV章 ま と め

沼の池、湯入沢に源 を有す る皿川は、山地に深い峡谷 を形成 しつつ東流 し、平地 にいたる。平地

に到達 した皿川は、外様平の南端 を蛇行 しつつ流れ、飯 山市街地の北端有尾地籍付近で千 曲川 に

流入 している。皿川が平地 を流れるのは、わずかに2キ ロメー トルほどであるが、この短い流域の

台地上 には、小佐原、須多ヶ峯、有尾 といった県内でも著名 な遺跡が存在す る。(第1章 第2節)。

今回調査 した北町遺跡 も、皿川が千曲川に流入する直前の右岸 にあたる自然堤防上に存在す る。

対岸には、有尾遺跡がある。

長野県飯 山北高等学校敷地内に、遺跡 の存在が確認 されたのは、いたって新 しい。この ことにつ

いては、第1章 第1節 で詳細に触れているので省略する。

今回の調査で、本遺跡が弥生時代 ・古:墳時代 ・中世 ・近世にわたる複合遺跡であるこ とが確認 さ

れた。

以下、簡単 に今回の調査 について各時代ごとに触れてみ よう。

弥生時代では、中期後半の住居趾及び土器が発見 された。そ して、この飯山北高等学校 敷地内に

は、他にも中期後半の住居趾の存在が充分予測 されることか らみて、前面に広がる飯山市街地の北

半を形成 している北町、田町の低湿地を水田として利用 した集落が、存在 したと考 えてよいであろ

う。北町、田町の低湿地帯には、飯 山市街地西側 の丘陵地帯 より流下す る小河川が2・3本 あ る。従 っ

て、今後 この低湿地帯をめ ぐる、微高地の詳細分布調査 を行 う必要があろう。このことは、弥生時

代に止 まらず、古墳時代 ・平安時代 ・中世 ・近世の研究 にも必要であることは、いうまで もない。

古:墳時代では、住居趾、土坑、遺物集中地点などが発見 された。土坑及び遺物集中地点では祭祀

的性格 を有するものがあ り、古墳時代人の精神生活の一.端を知 る上で、重要 な資料 といえよう。年

代的には、関東地方の鬼高期 に併行す る時代の所産 と考えてよいであろう。対岸にあたる有尾地籍

では、古;墳時代の土器が各所で発見 されている。このことは、有尾か ら北町の微高地にかけて、古

墳時代の集落が形成 されていた もの と考えてよいであろう。そ して、これらの集落 を基盤 として、

有尾古墳 や神明町裏 山の古;墳が造成されたもの といえよう。

今 回の調査で、特 に注 目されるのは近世の遺構、遺物の発見であろう。このことについては、「遺

構、遺物」の項及び 「「遺構 ・遺物の課題」の項に詳細に記述 されているので省略 したい。ただ、今

回の発見が飯 山地域の近世史を考 える上で、重要な示唆を我々にあたえて くれたといって よいであ

ろう。

それにしても、調査中は稀 にみる悪天候であ り、晴天はほとんどな く、雨 と泥 との戦いの連続で

あった。このような悪条件の中にあって、作業員の皆 さんはいやな顔一つされず、黙々 と調査 に従

事 された。心 より感謝申 し上げる次第である。最後に、今回の調査にあた り、深いご理解 と種 々と

便宜を計って下さった飯 山北高等学校当局に、深甚なる謝意 を表する次第である。
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写真1

調査区近景

調査風景
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写真2

調査区全体(南 か ら)

調査 区全体(西 か ら)
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写真3

古墳 時代1号 竪=穴住居 肚(SB1)

古墳 時代1号 遺 物集 中地 点(Loc.1)
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写真4

古墳 時代10号 土坑(SK10)

古 墳 時代10号 土坑土 器 出土 状態
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写真5

中 ・近 世9号 土 坑(SK9)木 製 品 出土状態

中 ・近世3号 土 坑(SK3)確 認状 況
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写真6

弥生式土器 甕

古墳 時代 の土 器(1)
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写真7

古墳時代の土器(2)

古 墳時代 の土器(3)
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写真8

中 ・近 世 の陶磁 器(1)

中 ・近 世の 陶磁器(2)
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写真9

中 ・近世 の木 製 品(1)

中 ・近世 の木製 品(2)
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写真10

内耳土器
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